
2017.04.17シンポジウム：世界の違法伐採⽊材と⽇本の⽊材消費

第2種⽊材関連事業者として

積⽔ハウス株式会社の
⽊材調達に関する取り組み

「木材調達ガイドライン」の運用
コンクリート類

20.5%

金属類

木類
13.5%5ｔ 弊社住宅の資源使用量

ガラス・
陶類28.9%

金属類
29.6%

総量 約42t
（約150㎡の標準
的な当社軽量鉄骨的な当社軽量鉄骨
造住宅、建物のみ）

参考：シャーウッド
（木質系）

木類
約36.6％ 15ｔ

取引メーカー約3,000社の協力を得て
数万点の部材で構成されています。
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どう対応するか…「⼿段は⽬的に従う」
SDGSDG

企業の持続的成長に関心を持つ

長期投資家等（ESG）

SDGsSDGs「「⾃然を使い続けること⾃然を使い続けること((循環循環))」を」を
どうやって経営に組み込むかどうやって経営に組み込むか
⾃然（資本）

【環境】事業活動がどれくらい⾃然に依
存し 環境に影響*を与えているかをサ

長期投資家等（ESG）

２次サプライヤー
存し、環境に影響*を与えているかをサ
プライヤーに遡って把握し、継続的な持
続的成⻑に活⽤する
温室効果ガ ⽣態系 破壊 ⼤

1次サプライヤー

* 温室効果ガス、⽣態系の破壊、⼤
気・⼟壌・⽔質汚染、資源利⽤、
廃棄物、⽔利⽤ 等1次サプライヤー 【社会】途上国の貧困問題、児童労働

etc.

事業者 製
品

顧 客提 供
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品

建設業 サプライチェーン分析の一例
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サプライヤーの木材調査

ガイドライン策定に際し、主要な木材取り扱いメーカー約50社
に対して 実態調査を実施（2005年度～ 継続実施）に対して、実態調査を実施（2005年度～ 継続実施）。

【主な調査項目】

各設備の部材レベルで…

◆ 樹種◆ 樹種

◆ 植林木か、その状況

◆ 原産地 (地域＞国＞地区)

◆ 最終輸出国◆ 最終輸出国

◆ 認証材か ◆ CoC認証の有無

◆ 合法性証明の有無･種類 etc.
5

（2012年改訂版） 「木材調達ガイドライン」10の指針

6

評価の一例：（絶滅危惧種）

調達指針④ 絶滅が危惧されている樹種以外の木材

得点 IUCN Red Databook 1994 
Categories & Criteria (Ver2.3)

IUCN Red Databook

Category（日本版）

樹種

（抜粋）g ( ) Category（日本版） （抜粋）

5点 LR/LCLow Risk/ Least Concern カテゴリー外 ウエスタンレッドシダー、
ダグラスファーなど

4点 LR/CD&NTLow Risk/ Conservation 準絶滅危惧 ヒノキ スギ センペル4点 LR/CD&NTLow Risk/ Conservation 
Dependent, Near Threat

準絶滅危惧 ヒノキ、スギ、センペル
セコイアなど

3点 VUVulnerable 絶滅危惧やや高い セプター、チーク、ウリン

2点 ENEndangered 絶滅危惧高い ホワイトメランチなど

1点 CRCritically Endangered 絶滅危惧非常に高い レッドラワン イエローラ1点 CRCritically Endangered 絶滅危惧非常に高い レッドラワン、イエローラ
ワン、カポールなど

※ 認証材であれば+2点※ 認証材であれば+2点
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木材を総合評価し、改善につなげる
…

10の指針ごとに分析し得点 違法伐採の可能性が高いと考
えられる木材のその国の木材
総輸出量に占める割合

地 域

5点 10%未満 フィンランド、ニュージーランドなど

4点 10%以上 ラトビア、中国、ベトナム、日本など

10の指針ごとに分析し、
合計して、木材を評価

合計点（最大43点） 調達ランク

34点以上 Ｓ

3点 30%以上 ロシア欧州部、韓国、台湾、フィリピン、ベト
ナム、ラオスなど

2点 50%以上 ロシア極東、エストニア、カメルーン、赤道ギ
ニア、ガーナ、など

1点 70%以上 ガボン、リベリア、インドネシア、カンボジア、
ブラジル・アマゾン、など 34点以上 Ｓ

26点以上、34点未満 Ａ

17点以上 26点未満 Ｂ

得点 IUCN Red Databook 
1994 Categories & 
Criteria (Ver2.3)

IUCN Red Databook

Category（日本版）

樹種

（抜粋）

＋

17点以上、26点未満 Ｂ
調達指針①④が評価でき
ない もしくは17点未満 Ｃ

5点 LR/LCLow Risk/
Least Concern

カテゴリー外 ウエスタンレッドシダー、ダ
グラスファーなど

4点 LR/CD&NTLow Risk/ 
nservation
Dependent, Near 
Threat

準絶滅危惧 ヒノキ、スギ、センペルセ
コイアなど

3点 VUVulnerable 絶滅危惧やや高い セプター、チーク、ウリン ない、もしくは17点未満 Ｃ3点 VUVulnerable 絶滅危惧やや高い セプタ 、チ ク、ウリン

2点 ENEndangered 絶滅危惧高い ホワイトメランチなど

1点 CRCritically 
Endangered

絶滅危惧非常に高い レッドラワン、イエローラワ
ン、カポールなど…

→ 可視化し マネジメント

…

→ 可視化し、マネジメント



木材レベルを数値評価し、サプライヤーと共有

2006年 ガイドライン策定
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<2013年度> <2014年度> 91%
88%

木材調達レベルの向上（PDCA）

評価レベルの見直し評価レベルの見直し
ガイドライン更新

NGOとの連携

調達レベルの向上

調達実績の把握 改善取り組み立案 取り組み実施

・情報交換

目標設定調達実績の把握 改善取り組み立案 取り組み実施

・ランクCの削減
・ランクSの増加

・改善取り組み進捗
・最低基準の確保

目標設定

サプライヤーとの連携

・情報交換
・個別指導

ガイドラインの改定（2012年）

◆乾燥工程の使用エネルギー

【趣旨】木材のライフサイクルCO2の中で、乾燥工程が占める【趣旨】木材のライフサイクルCO2の中で、乾燥工程が占める
割合は非常に大きいため、（調達指針⑤の）評価項目とします。

加点 加点時のバイオマス利用状況

2点 通常バイオマスを利用しているが 時期によっては補助的2点 通常バイオマスを利用しているが、時期によっては補助的
に重油を使用することもあるなど乾燥熱源の過半数以上で
バイオマスなど非化石燃料を利用している。

点 乾燥熱源 半数 上 化 燃料だが 半数 かな1点 乾燥熱源の過半数以上は化石燃料だが、過半数に届かな
いまでも、一定量のバイオマスを利用しているまたはバイオ
マスを活用する時期がある。

－1点 バイオマスを使うこともあるがごくわずかで、ほとんど使って
いない。もしくは、バイオマスを使っていない。／乾燥時に使
っている熱源が不明っている熱源が不明。

ガイドラインの改定（2012年）

◆調達指針⑥

… 「森林伐採に関する地域住民等との対立や不当な労働慣行
を排除し、地域社会の安定に寄与する木材」を調達します

【趣旨】木材調達のさまざまな段階で（調達指針⑥のような）社会秩序を乱すマイナ
ス面が大きな課題としてありますが 方で 労働者の人権擁護や不当な労働慣行ス面が大きな課題としてありますが、一方で、労働者の人権擁護や不当な労働慣行
を見直す動きも始まっています。また。代々受け継がれてきた森林と共生する林業
や、小規模農業と組み合わせることで木が育つまでの収入を確保するアグロフォレ
ストリー（混農林業）など 地域社会の安定を維持する取組みも広がってきています

加点 内 容

1点 人権や労働慣行に関する企業方針や調達指針等 明文化

ストリ （混農林業）など、地域社会の安定を維持する取組みも広がってきています。

1点 人権や労働慣行に関する企業方針や調達指針等、明文化
された文書があり、取引先含め、共有されている。

1点 人権や労働慣行関する訴訟や通報に対応できる仕組み（1点 人権や労働慣行関する訴訟や通報に対応できる仕組み（
組織、システムなど）を構築しており、過去10年間に重大な
訴訟や通報が無いことを確認できている。

１点 コミュニティ林業やアグロフォレストリーなど、伐採地住民の
主体的な森林経営に貢献する木材調達を行っている。



認証林だけに限定しない訳

アグロフォレストリー（混農林業）：
『農業（アグリカルチャー＝Agriculture）』 ＋『農業（アグリカルチャ Agriculture）』 ＋

『林業（フォレストリー＝Forestry）』

（あさひウッドテック社様のリーフレットより）

サプライヤー様の反応について

一例をご紹介すると…
絶滅危惧リスクが高く 調達レベルが低い絶滅危惧リスクが高く、調達レベルが低い

インドネシアラワンフロア材の改善

■フロア材メーカー Ａ社
認証取得のラワン材へ切り替え認証取得のラワン材へ切り替え

…リスクを森林認証により回避

■フロアー材メーカー Ｂ社
ユ カリ材（植林）へ切り替えユーカリ材（植林）へ切り替え

…リスクを樹種変更により回避

…ＮＰＯとの間に立ってコンサル的な関与も

サプライヤーとの関係…「競争」から「協創」へ

折衝・対立 軸から コンサル的役割へ

メーカー QCD+Ec(S・Et)

QCD
メーカー

社
会
的

サプライヤー サプライヤー
サプライヤー

サプライヤー
的
課
題

サプライヤー
サプライヤー

Quality（品質）
Cost（価格）

Ecology（環境）
＜Social（社会）＞Cost（価格）

Delivery（納期）
＜Social（社会）＞
＜Ethical（倫理）＞

積水ハウス㈱ 環境推進部 佐々木

m-sasaki@ga.sekisuihouse.co.jp
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